
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年 

利根実業高校図書委員会

5月 21日発行 

 

5月も中旬になり、1年生は学校生活にもずいぶん慣れてきたと思います。 

図書委員会も新体制での活動を開始し、昼休みは図書委員がカウンター当

番や蔵書整理をしています。みなさん、気軽に本を借りに来てください。 

 

昨年度まで購入していた

『Seventeen』が月刊誌終了となった

ために『mini』を定期購入します。ま

た、『ナショナルジオグラフィック』

も利用が減り、古本市での引き取り

も昨年度は０だったため、以前から

要望のあった『電子工作マガジン』

を購入することになりました。 

『mini』は６月号から入っており、『電

子工作マガジン』は夏号から入る予

定です。 

みなさん利用してください。 

24、２５日は昼休みから放課後にかけて休館になります。自習室利用もで 

きません。ご注意ください。なお、本の返却は返却ボックスにお願いします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

もともと本が好きなので、よく図書館で本を借りていました。 

本を借りる以外で好きだったのが、英字新聞で「PEANUTS」を訳して

読むのを楽しみにしていた思い出があります。 

 また、母校の図書館には自習スペースがあったので、受験勉強

で毎日のように利用していました。 

 勉強の息抜きに学校司書の方がおすすめの本を教えてくれるの

が嬉しかったですね。 

 

 

 

普段本を読まない人でも気軽に利用できる図書館にしたい

です。 

 そのため、文芸書などの一般書だけでなく、雑誌や漫画も購

入するようにしたいし、今ある本の魅力を生徒のみんなに伝えら

れたらいいなと思っています。 

最近読んで面白かったのは、西加奈子さんの「i（アイ）]という作品です。 

この物語の主人公はアイというシリア生まれの少女で、アメリカ人と日本

人夫婦に養子となり、その恵まれた環境が故に、逆に様々な葛藤を抱き、

成長していくお話です。 

  

不定期で展示していた図書委員がおすすめ本を紹介

するコーナー。コロナ以降委員会活動縮小のため中断し

ていましたが、今年度は図書委員プロデュースコーナー

として、今月末からリニューアル再開します！ 

図書委員が考えたテーマ展示第 1弾は

特集です！ 

お楽しみに！ 
図書館 

Classroom 
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目標というか、野望（笑）としては、本校の生徒全員が一人一

冊以上借りに来るような図書館にしたいかな。 

 

 

 

シリアという国は紛争が多いことは知っていますよね。そんな危険が多い

母国にはアイと同じ境遇の子どもたちがたくさんいるのに、自分だけが幸せ

になっていいのかと日々葛藤を感じるようになっていくんです。 

 ある時、彼女が数学教師の「この世に i（アイ）は存在しません」という言

葉に心を打たれます。この先生は、虚数の iについて説明していたのです

が、アイは自分のことのように受け止めるんです。それから、自分とは何

か、幸せとは何かを人生をかけてアイは探すようになります。それを読ん

で自分の存在意義や幸せについて考えさせられました。 

多様化する世界に生きる皆さんに、ぜひ読んでもらいたい一冊です。 

 

 

当時人気のあったハリー・ポッターやダレン・シャンなどの海

外文学作品が印象に残っています。海外の作品はファンタジ

ーものが多くあり、ワクワクしながら読みました。 

 


